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はしがき 

 
 本研究は熊本大学における下記の確率論および偏微分方程式の研究者の協力

により「時空曲面で特異に変動する拡散過程の研究」を行ったものである。本

科学研究費補助金の援助により、本研究目的と密接に関連する研究課題の研究

を行っている、海外を含む研究者との研究打ち合わせ及び情報交換を行うと共

に、関連する資料の収集及びその解析をする事出来、本研究の主目的を達成す

る事が出来た。以下にその研究成果を報告する 
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研究成果 
本研究の目的は，時間的に一様でない場合の拡散過程の挙動，特に時間と共に 
変動する変動する領域への到達可能性について調べる事及び到達した後の境界 
上での挙動について調べる事であった。以下に、これらの目的に直接関連する 
研究成果を添付する。これらの結果は、すでに論文及び講演として発表済みの 
もの（添付ファイルの１，４，５番目）及び投稿中のもの（２，３番目）であ 
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




